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バ
イ
オ
マ
ス

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
図
式
表
現

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㊲

い
る
。
犠
牲
者
の
持
続
性

は
、明
ら
か
に
無
視
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
考
え
る
と
、

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」

を
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
背

景
は
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
一

つ
は
、
一
般
的
な
持
続
可
能

性
を
意
識
し
て
肯
定
す
る
立

場
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
否

定
的
な
立
場
を
否
定
す
る
立

場
で
あ
る
。

前
者
の
立
場
は
、
事
業
や

暮
ら
し
の
継
続
を
願
う
、
持

続
可
能
性
で
あ
り
、
犠
牲
や

事
故
を
特
別
に
意
識
し
な
い

立
場
で
あ
る
。
後
者
の
「
否

定
の
否
定
」
は
、
先
述
し
た

よ
う
に
、
事
故
や
災
難
を
受

け
た
く
な
い
と
い
う
意
識
か

ら
く
る
、
犠
牲
や
事
故
の
な

い
安
全
安
心
を
願
い
、
持
続

可
能
性
を
意
識
す
る
立
場
で

あ
る
。

よ
う
に
構
築
す
る
べ
き
で
あ

ろ
う
か
？

こ
こ
で
、「
持
続

可
能
な
発
展
」
と
い
う
表
現

は
、
１
９
８
７
年
の
国
連
ブ

ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
に
始

ま
り
、
次
の
よ
う
に
定
義
さ

れ
て
い
る
。〝
将
来
の
世
代

が
自
ら
の
欲
求
を
充
足
す
る

能
力
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

今
日
の
世
代
の
欲
求
を
満
た

す
よ
う
な
開
発
〟
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、〝
次
世
代
に

負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、

現
在
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
〟

と
要
約
さ
れ
る
。

２
０
０
６
年
１
月
末
に
、

国
連
の
あ
る
委
員
会
で
、
持

続
可
能
な
発
展
に
つ
い
て
再

考
さ
れ
た
。
主
眼
は
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
意
識
改
革
の

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に

「
持
続
可
能
な
発
展
」
を
表

現
す
る
か
で
あ
っ
た
。
キ
ー

エ
レ
メ
ン
ト
の
「
環
境
」

「
社
会
」「
経
済
」
を
表
現
す

る
方
法
と
し
て
、
次
の
３
つ

が
対
象
と
さ
れ
た
。
①
三
柱

並
立
表
現
、
②
三
円
内
包
配

置
表
現
、
③
三
円
平
面
配
置

表
現
、
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
三

つ
の
要
素
を
柱
や
円
で
構

成
、
表
現
し
て
い
る
が
、
受

け
る
印
象
は
異
な
る
。

①
は
、
持
続
可
能
な
発
展

を
、
社
会
・
環
境
・
経
済
が

同
じ
規
模
で
支
え
る
と
い
う

表
現
で
安
定
感
は
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
の
現
在
に

お
け
る
大
き
さ
や
規
模
は
表

わ
さ
れ
て
は
い
な
い
。
将
来

の
完
成
形
を
表
現
し
て
い
る

と
い
え
る
。

Column▼
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
学
ぶ
「
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」（
持

続
可
能
性
）

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
」
は
、
今
日
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
環
境

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
社
会
や
暮
ら

し
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
毎
日
、
押
し
寄
せ
る
ニ

ュ
ー
ス
の
話
題
こ
そ
が
、
こ

の
言
葉
の
大
切
さ
に
気
づ
か

せ
て
く
れ
る
。
国
内
で
は
、

都
知
事
が
重
要
な
時
期
に
辞

職
に
追
い
込
ま
れ
、
都
政
も

混
乱
、
自
身
の
将
来
も
途
絶

え
た
。
国
外
で
は
、
銃
に
よ

っ
て
命
と
活
動
が
絶
た
れ
た

人
が
い
る
。
近
年
、
原
因
不

明
の
航
空
機
の
墜
落
事
故
で

犠
牲
に
な
る
人
も
多
い
。
熊

に
襲
わ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス

も
連
日
で
あ
る
。

地
震
国
の
日
本
で
は
、
熊

本
大
震
災
で
多
く
の
人
々
が

生
命
と
暮
ら
し
、
そ
し
て
、

歴
史
建
造
物
も
犠
牲
に
な
っ

た
。
今
後
も
、
東
海
地
震
や

南
海
地
震
、
筆
者
の
地
域
で

は
房
総
沖
地
震
、
そ
し
て
首

都
直
下
型
地
震
な
ど
に
不
安

が
あ
る
。
火
山
の
噴
火
も
否

定
で
き
な
い
。

こ
う
し
た
不
安
に
対
し
て

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社
会
づ

く
り
」
と
し
て
、
災
害
等
に

対
す
る
復
旧
の
強
靭
性
が
目

標
と
さ
れ
て
い
る
。
犠
牲
者

数
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る

が
、
そ
れ
で
も
犠
牲
に
な
る

人
を
内
数
と
し
て
予
想
し
て

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

的
確
に
導
入
で
き
る
。
し
た

が
っ
て
、
図
式
に
よ
り
表
現

に
差
異
が
あ
る
こ
と
を
理
解

す
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る

と
い
え
る
。

図
式
表
現
の
要
素
を
替
え

て
、
そ
の
対
象
や
主
題
を
伝

達
す
る
こ
と
に
応
用
で
き

る
。
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
環

境
」「
経
済
成
長
」
は
、
わ

が
国
が
こ
れ
ま
で
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
は
、
ト
リ
レ

ン
マ
が
あ
る
と
し
て
表
現
し

て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
要

素
を
示
す
円
の
大
き
さ
を
変

え
て
表
現
さ
れ
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
よ
う
に

思
え
る
。

筆
者
は
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
」「
国
民
主
導
」

「
安
全
安
心
社
会
」
を
三
つ

の
円
と
し
て
表
現
し
た
新
し

い
図
⑤
を
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
の
た
め
の
意
志
伝
達

と
し
て
、
提
示
し
た
い
。

②
は
、
環
境
と
い
う
大
き

な
円
の
中
に
社
会
が
あ
り
、

そ
の
中
に
経
済
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
要
素

間
の
規
模
や
大
き
さ
、
そ
し

て
階
層
性
は
よ
く
理
解
で
き

る
。
し
か
し
、
環
境
を
大

「持続可能な発展」
に対する図式表現

①
三
柱
並
立
表
現

②
三
円
内
包
配
置
表
現

④小さめの環境をより大きな
円に拡大させる努力の表現

「宍道湖東部消化ガス発電所」完成予想イメージ

⑤「これからのサスティナビリティ」
のための意志伝達表現

か
、
現
在
に
お

い

て

は
「

環

境
」
に
関
心
が

弱
い
場
合
は
、

そ
れ
を
小
さ
な

円
と
し
て
表
見

す
る
こ
と
も
で

き
、
表
現
に
時

間
的
な
変
化
や

強
弱
を
導
入
す

る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
小
さ
め
の
環
境

を
よ
り
大
き
な
円
に
拡
大
さ

せ
る
努
力
を
図
④
の
よ
う

に
、
矢
印
を
点
線
で
表
現
す

る
な
ど
の
工
夫
も
で
き
る
。

▼
そ
の
応
用
と
提
案

以
上
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
に
図
式
表
現
に
よ
り
、
受

け
手
が
も
つ
印
象
が
異
な

り
、
ま
た
送
り
手
の
意
思
を

両
方
と
も
「
サ
ス
テ
ィ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
」
と
い
え
る
が
、

そ
の
由
来
は
違
っ
て
い
る
。

▼
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め

の
図
式
表
現

「
環
境
」、「
社
会
」、「
経

済
」
と
い
う
三
つ
の
要
素
を

キ
ー
エ
レ
メ
ン
ト
と
し
て
、

持
続
可
能
な
発
展
を
、
ど
の

円
、
社
会
を
中

円
、
経
済
を
小

円
に
す
る
か
、

あ
る
い
は
、
大

円
を
経
済
に
、

小
円
を
環
境
に

据
え
る
等
、
持

続
可
能
な
発
展

に
つ
い
て
の
階

層
性
に
は
、
立

場
の
違
い
が
生

じ
る
の
で
普
遍
性
に
欠
け
る

こ
と
に
な
る
。

▼
国
連
が
選
定
し
た
図
式
表

現
と
そ
の
意
味

③
は
、
環
境
・
経
済
・
社

会
を
３
つ
の
円
が
平
面
的
に

配
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
要
素
間
で
二
者
が
重
な

っ
た
３
つ
の
部
分
の
他
、
三

者
が
重
な
っ
た
部
分
が
中
央

に
あ
る
。
国
連
の
委
員
会

は
、
持
続
可
能
な
発
展
を
表

現
す
る
の
に
、
こ
の
③
の
図

式
を
採
用
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
環
境
・
経

済
・
社
会
を
同
じ
大
き
さ
の

円
で
表
現
す
る
こ
と
の
ほ

③
三
円
平
面
配
置
表
現

島根県と民設民営方式による
消化ガス発電事業を締結

島根県松江市での「宍道湖流域下水道東部消化
センター消化ガス発電事業」

過
程
で
発
生
す
る
消
化
ガ
ス

を
利
用
し
発
電
事
業
を
行
う
。

同
発
電
所
の
発
電
能
力
は

７
５
９
㌗
、
年
間
発
電
量
は

一
般
家
庭
約
１
２
０
０
世
帯

分
の
消
費
量
に
相
当
す
る
約

４
３
０
万
㌗
時
を
見
込
ん
で

い
る
。
発
電
し
た
電
力
は
中

国
電
力
に
売
電
す
る
。
事
業

開
始
は
２
０
１
８
年
４
月
を

予
定
し
て
い
る
。

月
島
機
械
は
下
水
処
理
場

に
お
け
る
汚
泥
処
理
に
精
通

し
、
汚
泥
消
化
設
備
や
ガ
ス

貯
留
化
設
備
、
発
電
利
用
設

備
の
建
設
で
多
く
の
実
績
を

持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方

自
治
体
と
組
む
民
設
民
営
方

式
に
よ
る
消
化
ガ
ス
発
電
事

業
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
消

月
島
機
械
は
カ
ナ
ツ
技
建

工
業
（
島
根
県
松
江
市
）
と

共
同
で
、
島
根
県
と
「
宍
道

湖
流
域
下
水
道
東
部
消
化
セ

ン
タ
ー
消
化
ガ
ス
発
電
事

業
」
に
関
す
る
事
業
契
約
を

締
結
し
た
。
こ
の
６
月
10
日

に
発
表
し
た
。

島
根
県
は
昨
年
７
月
、
松

江
市
で
計
画
し
て
い
る
発
電

事
業
へ
の
民
間
事
業
者
の
参

入
を
募
集
。
同
年
10
月
、
月

島
機
械
を
代
表
企
業
と
す
る

グ
ル
ー
プ
が
優
先
交
渉
権
者

に
決
定
し
、
基
本
協
定
の
締

結
を
経
て
、
今
回
の
事
業
契

約
の
締
結
に
至
っ
た
。

同
事
業
は
民
間
の
資
金
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
民
設

民
営
方
式
に
よ
る
消
化
ガ
ス

発
電
事
業
。
月
島
機
械
・
カ

ナ
ツ
技
建
工
業
グ
ル
ー
プ
が

自
己
資
金
で
松
江
市
の
宍
道

湖
流
域
下
水
道
東
部
消
化
セ

ン
タ
ー
内
に
「
宍
道
湖
東
部

消
化
ガ
ス
発
電
所
」
を
建
設

し
、
下
水
汚
泥
を
処
理
す
る

化
ガ
ス
発
電
事
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
も
豊
富
だ
。

カ
ナ
ツ
技
建
工
業
は
土

木
・
建
設
を
営
む
地
元
の
総

合
建
設
業
者
で
、
下
水
処
理

施
設
の
建
設
・
維
持
管
理
の

実
績
が
あ
る
。
宍
道
湖
東
部

浄
化
セ
ン
タ
ー
も
同
社
が
島

根
県
よ
り
委
託
を
受
け
、
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
今

回
は
二
社
の
共
同
事
業
と
な

り
、
両
社
が
保
有
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
効
率

的
で
安
定
し
た
発
電
事
業
の

運
営
を
行
う
方
針
だ
。

同
事
業
の
ス
キ
ー
ム
に
お

い
て
島
根
県
は
、
月
島
機
械

に
建
設
用
地
と
発
電
の
燃
料

と
な
る
消
化
ガ
ス
を
有
償
で

提
供
す
る
。
そ
の
一
方
で
県

の
事
業
資
金
負
担
は
な
い
。

発
電
施
設
の
維
持
・
管
理
負

担
も
発
生
し
な
い
。
県
は
同

事
業
で
得
ら
れ
る
収
益
を
流

域
下
水
道
事
業
の
円
滑
な
推

進
に
活
用
す
る
予
定
だ
。

洸
陽
電
機
／
三
洋
貿
易

月
島
機
械

地
域
の
資
源
量
・
熱
需
要
に

細
か
く
対
応
可
能

小
型
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
シ
ス
テ
ム
の
販
売
で
提
携

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
を

手
掛
け
る
洸
陽
電
機
（
兵
庫

県
神
戸
市
）
と
専
門
商
社
の

三
洋
貿
易
（
東
京
都
千
代
田

区
）
は
６
月
14
日
、
ド
イ
ツ

の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
社
製
の
小

規
模
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
シ
ス

テ
ム
の
販
売
・
導
入
促
進
で

提
携
す
る
と
発
表
し
た
。
三

洋
貿
易
は
今
後
、
同
シ
ス
テ

ム
の
日
本
総
代
理
店
と
し
て

販
売
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制

の
整
備
を
進
め
、
洸
陽
電
機

は
据
付
工
事
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ク
ラ
ス
の
コ
ア
サ
イ
ト
を
建

設
し
、
そ
こ
で
余
剰
ペ
レ
ッ

ト
を
生
産
す
る
。
地
域
の
燃

焼
系
ボ
イ
ラ
ー
や
ス
ト
ー
ブ

を
面
的
に
ペ
レ
ッ
ト
仕
様
の

も
の
に
更
新
し
て
い
く
こ
と

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
地
産

地
消
」
が
可
能
に
な
り
、
継

続
し
た
雇
用
も
生
ま
れ
る
。

両
社
は
今
後
、
同
シ
ス
テ

ム
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
池

消
の
事
業
モ
デ
ル
と
し
て
全

国
の
市
町
村
や
木
材
集
積
地

な
ど
に
展
開
し
、
５
年
間
で

計
５
万
㌗
以
上
の
開
発
を
推

進
し
て
い
く
計
画
だ
。

ス
を
行
い
、
バ
イ
オ
マ
ス
熱

電
併
給
事
業
を
推
進
す
る
。

同
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
シ
ス

テ
ム
は
未
利
用
木
材
か
ら
加

工
し
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃

料
と
し
て
発
電
を
行
い
、
発

電
時
に
発
生
す
る
排
熱
を
ペ

レ
ッ
ト
の
製
造
や
温
泉
施

設
、
温
室
な
ど
の
熱
源
と
し

て
利
用
で
き
る
点
が
大
き
な

特
長
。
発
電
の
み
の
効
率
で

30
％
、
電
熱
併
用
で
総
合
効

率
は
75
％
ま
で
高
ま
る
。
ボ

イ
ラ
ー
な
ど
直
接
燃
焼
発
電

方
式
の
シ
ス
テ
ム
と
比
べ
て

木
材
使
用
量
が
約
３
割
削
減

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
同
シ
ス
テ
ム
は
、

複
数
台
を
連
結
す
る
こ
と
で

50
㌗
～
２
０
０
０
㌗
ま
で
の

発
電
量
に
対
応
で
き
、
地
域

の
資
源
量
や
熱
需
要
に
応
じ

ら
れ
る
。
展
開
方
法
と
し
て

は
、
ま
ず
１
㍋
㍗
～
２
㍋
㍗

▶
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
社
製
熱
電
併
給
ユ
ニ
ッ
ト

◀
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
社
製
ガ
ス
化
ユ
ニ
ッ
ト

（
写
真
提
供
：
三
洋
貿
易
）

経

済

環

境

社

会

持続可能な発展

環  境
環  境

再生可能
エネルギー

安全安心
社会

国 民 主 導

社  会
社  会

経  済
経  済

環  境

社  会経  済


